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編 集 後 記

　 国 内 に お け る 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症
（COVID‒19）は，大雑把につかんで 2020 年 4～5
月，7～9 月，11～2021 年 2 月，4～6 月，7～9 月と
5 回の流行に見舞われました．2021 年 10 月 2 日現
在，世界の感染者数 2 億 3 千 400 万人，死亡者 479
万人，致死率 2.04% となっており，国内では同じく
10 月 2 日現在感染者数 170 万人，死者数 17,719 人，
致死率 1.03% となっています．これまで少数であっ
た小児での感染者が，2 学期が始まることによって
大きなクラスターあるいは感染源となり，それに
伴って重症例の発生も心配されましたが，多くの人
の注意と我慢に効果があったか（真の大きな原因は
いまだ不明ですが），9 月には急速な新規患者数の減
少がみられました．大人での発生の減少はそこから
子どもへの感染のチャンスも減少させ，幸い小児で
の感染拡大が膨らむことは現時点ではなく，本誌 10
月号発行の時点ではさらに落ち着いていることを願
うところです．
　さて，今月号の特集は「重症心身障害・神経筋疾
患の呼吸管理」です．COVID‒19 の流行により，
ECMO，人工換気，ネーザルハイフロー，血中酸素
分圧モニターなどの語がメディアにも登場しよく知
られるようになりましたが，小児にとっての長期呼
吸器管理は，まさに「死なない呼吸器管理」から「よ

りよく生きるための呼吸管理」（特集 1.緒方健一先
生）への転換，支援，チーム作りとなってきていま
す．またこの中には，大震災などで電源がなくなる
ことへの備え，避難所や適切な施設への移動・移送
などにも触れられており，医療提供だけではなく幅
広い対応が求められることについても理解される特
集となりました．COVID‒19 に追われ，一般医療や
本特集にあるような特殊な状況への医療に対する圧
迫が大きな課題となり，幸いぎりぎりのところで最
悪の事態は回避されたと思いますが，医療には一定
の余裕があって初めて良質の医療が提供できること
を改めて痛感した次第です．
　総説として「結節性硬化症に伴うてんかんの治療」

「保険適用となった遺伝学的検査」「小児肺移植の現
状」など，一般医療で常に遭遇するものではありま
せんが小児医療の知識として重要なもの，6 編の貴
重な症例の報告，オピニオンとして「メディアにむ
しばまれる子どもたち」などの寄稿を頂いています．
また日本医大小児科学教室からは，神経学分野に関
する外国論文の紹介を頂いています．
　秋の風情を楽しみながらどうぞ本誌 10 月号にも
目をお通しください．

（岡部　信彦）
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